
代理人の異常な空間認
識

物言わぬ死体



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
唯
一
の
人
類
の
生
存
圏
、
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
。

　
政
治
を
牛
耳
る
"
灰
燼
教
会
"
と
対
立
す
る
"
整
備
会
"
に
所
属
す
る
主
人
公
達
は
と
あ
る
人
類

同
士
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

　
副
題

　
"
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｇ
ｏ
　
ｏ
ｒ
：
　
Ｈ
ｏ
ｗ
　
Ｉ
　
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｔ
ｏ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
　
Ｗ
ｏ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｕ
ｎ
ｓ
"

　
Ｐ
ｚ
．
Ⅲ
氏
の
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｓ
ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
．
ｏ
ｒ
ｇ
／
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
／
２
３
０
５
８
２

／
と
密
か
に
コ
ラ
ボ
し
て
お
り
ま
す
。



　
実
は
共
通
の
時
間
軸
に
乗
っ
か
っ
て
お
り
ま
す
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ク
ロ
ラ

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
　

─
─
─
─
─

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
　
─
０
１
　

1

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
　

─
─
─
─
─

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
　
─
０
２
　

7

ス
カ
イ
・
ス
イ
マ

　
Ｇ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
０
１

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

11

　
Ｇ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
０
２

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

15



グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ク
ロ
ラ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
　
─

０
１

　　
客
車
の
中
で
目
覚
め
る
。

　
周
囲
に
は
死
体
。

　
海
兵
隊
の
戦
闘
服
で
歩
き
回
る
。

　
荷
物
の
山
を
登
り
、
潜
り
、
Ｍ
１
９
１
１
を
手
に
進
む
。

　
敵
が
出
て
き
た
!
発
砲
!

　
何
と
か
倒
し
、
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
拾
う
。

　
ん
?
こ
の
音
は
…
…
こ
の
車
両
は
も
う
す
ぐ
吹
っ
飛
ぶ
!

　
前
の
車
両
に
移
動
し
な
い
と
!

　
窓
か
ら
迫
り
出
し
、
飛
ん
で
捕
ま
り
、
屋
根
の
上
へ
。

　
後
ろ
で
車
両
が
吹
き
飛
び
、
爆
音
が
ト
ン
ネ
ル
に
響
く
。

　
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
構
え
て
匍
匐
前
進
。
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飛
び
出
す
敵
は
７
．
６
２
ｍ
ｍ
で
黙
ら
せ
、
車
両
の
中
に
。

　
誰
も
居
な
い
…
…
?

　
そ
う
思
っ
た
ら
横
か
ら
殴
ら
れ
て
暗
転
し
た
。

　「
気
分
は
?
」

『
戦
友
を
撃
っ
て
お
い
て
言
い
訳
が
無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。』

「
だ
ろ
う
な
。」

「
プ
リ
オ
ン
中
佐
、
君
は
何
を
思
っ
て
戦
友
を
撃
っ
た
?
」

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　　
そ
れ
は
お
よ
そ
３
日
前
。

『
極
東
重
鋼
学
連
に
て
試
作
ガ
ス
砲
弾
が
失
踪
…
…
』

「
う
む
。
ニ
ュ
ー
マ
コ
ー
ニ
オ
シ
ス
君
、
君
に
は
プ
リ
オ
ン
α
と
し
て
現
場
に
潜
入
し
、
捜
索
を
行
っ
て

く
れ
。
一
分
隊
な
ら
引
き
抜
い
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。」

『
は
っ
!
』

「
質
問
は
?
」

2



『
…
…
で
は
、
一
つ
。
な
ぜ
極
東
が
動
か
な
い
の
で
す
?
』

「
…
…
機
密
事
項
だ
と
言
っ
た
ら
?
」

『
…
…
了
解
で
す
。』

『
失
礼
致
し
ま
し
た
。』

（
扉
の
閉
ま
る
音
）

「
…
…
全
く
…
…
極
東
は
何
し
て
く
れ
や
が
る
…
…
」

　「
敵
襲
!
」

『
ロ
タ
砲
か
!
』

　
ロ
ケ
ッ
ト
が
建
物
か
ら
撃
ち
込
ま
れ
る
。

『
撃
て
撃
て
撃
て
!
』

　
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
を
装
備
せ
ず
に
歩
兵
用
火
器
で
応
戦
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
の
故
障
が
原
因
。

　
も
っ
と
も
…
…
一
斉
に
壊
れ
た
と
言
う
の
が
不
可
解
な
の
だ
が
。

　
引
き
抜
い
た
分
隊
は
少
し
編
成
が
偏
っ
て
い
て
…
…

　
・
Ａ
─
２
６
Ｂ
　（
大
火
力
担
当
）

　
・
Ｉ
Ｌ
─
１
０
　（
突
撃
役
）
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・
マ
ウ
ス
　（
壁
担
当
）

　
と
い
う
地
上
攻
撃
向
け
で
は
な
い
編
成
で
あ
り
…
…

『
連
射
が
効
か
な
い
と
い
う
の
が
キ
ツ
イ
な
…
…
』

（
パ
シ
ュ
ン
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
音
と
…
…
爆
音
）

「
命
中
!
火
点
を
一
つ
潰
し
た
!
」

『
ラ
イ
フ
ル
グ
レ
ネ
ー
ド
か
!
』

「
誰
が
誰
だ
か
わ
か
ん
ね
ぇ
な
!
」

「
私
が
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
。
キ
１
０
９
に
し
か
見
え
な
い
け
ど
。」

「
私
、
ビ
ー
ス
ト
が
…
…
な
ん
だ
っ
け
?
」

「
お
主
は
閃
電
じ
ゃ
ろ
う
が
!
そ
し
て
妾
は
オ
イ
車
じ
ゃ
な
!
畜
生
!
胸
が
で
か
い
!
」

『
ま
あ
ま
あ
…
…
私
な
ん
て
元
は
男
な
の
に
…
…
』

「
震
電
も
な
か
な
か
に
デ
カ
イ
よ
な
…
…
」

　
そ
し
て
全
員
、
皮
を
被
っ
て
い
る
。

「
お
、
Ｂ
Ａ
Ｒ
だ
!
」

『
な
に
!
Ｂ
Ａ
Ｒ
だ
と
!
』

「
武
器
の
横
流
し
か
?
」

「
隊
長
!
増
援
、
来
ま
す
!
」
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『
伏
せ
ろ
!
』

　
３
０
ｍ
ｍ
機
銃
の
代
わ
り
に
Ｋ
ａ
ｒ
９
８
Ｋ
を
振
り
回
す
震
電
。

　
７
５
ｍ
ｍ
砲
の
代
わ
り
に
九
七
式
自
動
砲
を
構
え
る
キ
１
０
９
。

　
２
０
ｍ
ｍ
機
銃
の
代
わ
り
に
一
〇
〇
式
機
関
短
銃
を
振
り
回
す
閃
電
。

　
１
５
ｃ
ｍ
砲
の
代
わ
り
に
ロ
タ
砲
を
抱
え
て
走
る
オ
イ
車
。

　
４
人
の
視
線
の
先
に
は
ビ
ル
か
ら
狙
う
Ｐ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
１
９
４
１
が
有
っ
た
。

『
私
と
プ
リ
オ
ン
γ
が
引
き
つ
け
る
!
プ
リ
オ
ン
δ
は
あ
い
つ
を
撃
て
!
』

「
了
解
!
」

　
ラ
イ
フ
ル
弾
と
拳
銃
弾
が
織
り
な
す
二
重
奏
の
中
、
ロ
タ
砲
を
構
え
る
オ
イ
車
。

『
撃
て
!
』

　
右
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
火
を
吹
き
つ
つ
飛
び
、
ビ
ル
の
一
部
屋
に
突
入
。
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
を
吹
き
飛
ば

し
た
。

「
な
ん
で
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
と
交
戦
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
!
」

『
知
る
か
!
行
く
ぞ
!
』

「
こ
ち
ら
第
三
中
隊
!
敵
の
打
撃
に
よ
り
負
傷
者
多
数
!
救
援
求
む
!
」

　
無
線
か
ら
聞
こ
え
る
悲
痛
な
声
。

『
…
…
や
る
か
。
プ
リ
オ
ン
隊
了
解
。
現
在
地
を
送
ら
れ
た
し
。』
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続
く
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Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
　
─

０
２

　　『
…
…
や
る
か
。
プ
リ
オ
ン
隊
了
解
。
現
在
地
を
送
ら
れ
た
し
。』

　
座
標
情
報
を
取
得
。

『
急
ぐ
ぞ
。
烈
風
、
陣
風
が
負
傷
。
零
戦
と
紫
電
、
紫
電
改
が
応
戦
し
て
は
い
る
が
押
し
負
け
て
い
る
よ

う
だ
。』

「
押
さ
れ
て
ま
す
ね
…
…
」

「
キ
１
０
９
、
弾
薬
は
残
っ
て
る
?
」

「
残
っ
て
る
よ
。
オ
イ
車
さ
ん
。」

「
慣
れ
な
い
な
…
…
お
医
者
さ
ん
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
気
分
に
な
る
よ
。」

　
単
独
行
動
に
慣
れ
す
ぎ
て
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
呼
ぶ
の
が
大
変
だ
か
ら
結
局
識
別
名
で
呼
ぶ
事
に
。

『
閃
電
、
リ
ロ
ー
ド
し
た
か
?
』

「
問
題
無
い
よ
。
震
電
。」

　
マ
ガ
ジ
ン
を
一
度
外
し
て
覗
い
て
か
ら
戻
す
閃
電
。
中
身
は
赤
色
十
月
の
Ｉ
Ｌ
─
２
Ｍ
で
あ
る
。
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『
ゼ
ロ
ナ
イ
ン
（
Ｋ
ｉ
─
１
０
９
）
は
?
』

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
。
よ
い
し
ょ
っ
と
。」

　
マ
ガ
ジ
ン
を
上
に
差
し
込
む
キ
１
０
９
。
中
身
は
星
屑
連
邦
の
Ａ
─
２
０
Ｇ
で
あ
る
。

『
オ
イ
は
?
』

「
ん
?
妾
は
も
う
大
丈
夫
だ
ぞ
?
」

　
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
オ
イ
車
。
そ
れ
反
対
方
向
に
構
え
て
な
い
か
?
一
応
、
中
身
は
黒
十
字
の
マ

ウ
ス
で
あ
る
。

『
あ
そ
こ
か
…
…
』

「
こ
ち
ら
第
三
中
隊
!
準
備
は
整
っ
た
!
援
護
を
!
」

『
了
解
。
こ
ち
ら
も
配
置
に
つ
い
た
。』

　
右
手
側
か
ら
左
側
へ
と
大
通
り
を
抜
け
よ
う
と
す
る
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
達
。
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
は
破
棄
し
た
の

か
歩
兵
用
の
火
器
を
頼
り
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
零
戦
は
機
関
短
銃
を
構
え
て
は
い
る
が
…
…
ど
う
や
ら
予
備
の
弾
倉
は
一
本
し
か
な
い
ら
し
い
。

も
し
合
流
で
き
た
ら
弾
薬
を
渡
し
て
お
こ
う
。

　
紫
電
、
紫
電
改
は
四
式
自
動
小
銃
…
…
こ
ち
ら
も
残
弾
は
残
り
少
な
い
模
様
。

　
負
傷
者
組
の
烈
風
と
陣
風
は
…
…
九
九
式
狙
撃
銃
か
。

「
第
三
中
隊
、
移
動
す
る
!
２
時
の
火
点
を
叩
い
て
く
れ
!
」
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『
了
解
し
た
。
ゼ
ロ
ナ
イ
ン
、
火
点
を
。
閃
電
、
私
と
火
点
を
制
圧
し
よ
う
。
オ
イ
は
…
…
待
機
。』

「
ゼ
ロ
ナ
イ
ン
、
了
解
。」

「
閃
電
、
了
解
。」

「
オ
イ
車
…
…
了
解
。」

『
オ
イ
、
不
満
が
?
』

「
う
ー
た
ー
せ
ー
ろ
ー
!
」

『
静
か
に
。』

　
オ
イ
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
叩
き
つ
つ
火
点
を
制
圧
す
る
為
、
引
き
金
を
引
い
て
は
ボ
ル
ト
を
引
い
て

戻
す
。

　
火
点
の
あ
っ
た
建
物
が
崩
れ
、
機
関
銃
は
兵
員
と
共
に
潰
れ
た
。

「
支
援
、
感
謝
す
る
…
…
敵
襲
!
３
時
!
」

『
横
っ
腹
を
狙
う
気
か
!
オ
イ
車
!
榴
弾
!
』

「
こ
れ
は
高
く
付
く
よ
ー
?
」

　
オ
イ
車
が
右
肩
に
載
せ
た
筒
か
ら
炎
と
爆
煙
が
吹
き
出
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ん
で
い
く
。
地
面
で
爆

ぜ
た
。

『
再
装
填
急
げ
!
』

「
よ
っ
こ
い
し
ょ
…
…
」
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今
の
一
撃
で
散
開
し
て
し
ま
っ
た
の
で
小
銃
と
短
銃
で
攻
撃
を
加
え
る
。

　
第
三
中
隊
が
移
動
中
。
遮
蔽
物
か
ら
飛
び
出
し
、
負
傷
者
を
引
き
ず
り
な
が
ら
走
っ
て
い
る
。

「
協
力
感
謝
す
…
…
伏
せ
ろ
!
」

　
甲
高
い
銃
声
。
零
戦
の
指
示
が
あ
と
１
秒
遅
け
れ
ば
負
傷
者
が
一
人
増
え
て
い
た
だ
ろ
う
。

『
狙
撃
!
ど
こ
だ
!
』
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ス
カ
イ
・
ス
イ
マ

Ｇ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
０
１

　　
こ
こ
は
と
あ
る
時
間
帯
の
寒
冷
地
。
赤
色
十
月
領
に
ほ
ど
近
い
空
白
地
域
。

「
く
れ
ぐ
れ
も
地
上
に
い
る
味
方
に
弾
を
ば
ら
撒
く
な
よ
?
」

『
は
い
は
い
…
…
気
を
つ
け
ま
す
よ
。』

　
一
時
間
前

「
コ
ー
ド
０
１
、
該
当
者
は
３
番
滑
走
路
へ
。」

「
ホ
ル
ニ
ッ
セ
、
出
撃
だ
。」

『
…
…
は
い
は
い
。』

　
館
内
放
送
が
鳴
り
響
く
。
こ
こ
は
砂
漠
に
設
け
ら
れ
た
黒
十
字
帝
国
学
連
の
共
同
飛
行
場
。

「
回
せ
ー
!
」

　
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
か
ら
の
爆
音
が
ハ
ン
ガ
ー
内
に
響
く
。

「
よ
く
来
た
ホ
ル
ニ
ッ
セ
!
お
嬢
さ
ん
の
乗
機
は
こ
い
つ
だ
!
」

『
…
…
う
ー
ん
?
何
故
こ
こ
に
Ｄ
ｏ
３
３
５
が
?
』

「
こ
い
つ
は
た
だ
の
プ
フ
ァ
イ
ル
じ
ゃ
な
い
ぞ
?
特
別
仕
様
機
だ
。」
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『
…
…
言
わ
れ
て
み
れ
ば
少
し
デ
カ
イ
よ
う
な
。』

「
"
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
兵
器
設
計
局
"
は
知
っ
て
る
か
?
星
屑
に
い
る
古
参
の
学
院
だ
。」

『
あ
の
変
態
集
団
で
す
か
。
他
の
学
院
か
ら
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
を
研
究
目
的
で
買
い
取
っ
て
は
改
造
し
て
テ
ス

ト
す
る
…
…
』

「
そ
う
だ
。
こ
い
つ
は
…
…
」

『
断
固
拒
否
し
ま
す
。』

　
悪
い
予
感
は
大
抵
的
中
す
る
。
回
避
す
る
が
勝
ち
。

「
ま
あ
、
そ
う
言
う
な
よ
。
こ
い
つ
も
人
間
が
装
着
す
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
珍
し
い
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
な
ん

だ
。」

『
未
知
の
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
よ
り
既
知
の
人
間
用
の
機
体
の
方
が
い
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
。』

「
な
あ
、
頼
む
よ
。
君
だ
け
が
希
望
な
ん
だ
。」

『
私
が
希
望
と
は
、
呆
れ
返
る
も
の
で
す
ね
。』

「
そ
こ
を
な
ん
と
か
…
…
」

『
…
…
時
間
も
押
し
て
ま
す
か
ら
ね
。
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。』

　
折
れ
て
や
る
し
か
な
い
。

「
信
じ
て
た
よ
!
」

　
キ
レ
イ
な
都
市
迷
彩
に
身
を
包
む
Ｄ
ｏ
３
３
５
。
実
際
に
は
そ
れ
の
コ
ピ
ー
品
ら
し
い
。
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「
タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ン
だ
か
ら
な
。」

『
え
?
』

「
健
闘
を
。
行
っ
て
こ
い
!
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
２
!
」

『
え
〜
!
』

「
も
し
、
無
い
と
は
思
う
が
撃
墜
さ
れ
た
ら
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
は
し
っ
か
り
と
破
壊
し
て
く
れ
。
鹵
獲
さ
れ
て

は
困
る
か
ら
な
。」

『
…
…
は
い
は
い
。』

「
回
せ
回
せ
ー
!
」

　
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
。
キ
ュ
ピ
ッ
　
プ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
…
…
と
い
う
特
徴
的
な
音
を
立
て
て
回
り
は
じ

め
る
プ
ロ
ペ
ラ
。

　
大
出
力
故
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
枚
数
は
前
後
共
に
６
枚
ペ
ラ
、
更
に
は
機
体
は
金
属
で
は
な
く
、
繊
維
強

化
複
合
材
と
い
う
特
殊
な
素
材
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

『
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
２
、
滑
走
路
に
出
ま
す
。』

　
昇
降
舵
、
水
平
舵
の
動
作
も
確
認
。

　
機
銃
の
動
作
確
認
…
…
良
し
。
３
０
ｍ
ｍ
，
２
０
ｍ
ｍ
の
調
子
も
問
題
な
い
。

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
２
、
離
陸
を
許
可
す
る
。
君
の
僚
機
は
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
，
及
び
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
３

だ
。」
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『
…
…
了
解
。』

　
滑
走
路
を
走
る
。
照
り
返
し
を
消
し
た
鼠
色
で
、
少
し
大
柄
な
矢
が
ス
ズ
メ
バ
チ
を
載
せ
て
放
た
れ

た
。

『
…
…
癖
は
あ
ま
り
強
く
な
い
。
加
速
力
も
上
々
、
速
度
７
８
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
…
…
』

　
今
日
の
任
務
は
赤
色
十
月
の
連
中
と
ど
ん
ぱ
ち
し
て
こ
い
…
…
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
地
上
支
援
。

航
空
優
勢
さ
え
維
持
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
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Ｇ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
０
２

　　
高
度
お
よ
そ
３
０
０
０
ｍ
。

　
隣
を
飛
ぶ
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
３
は
武
装
の
点
検
を
し
て
い
る
。

　
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
，
０
３
は
本
物
の
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
。
私
の
よ
う
に
被
弾
す
れ
ば
細
切
れ
に
な
る
よ
う

な
可
能
性
は
低
い
。
多
少
の
装
甲
を
纏
っ
て
い
る
と
は
い
え
彼
女
た
ち
と
比
べ
れ
ば
紙
に
近
い
。

困
っ
た
も
の
だ
。

　
地
上
部
隊
が
戦
闘
を
開
始
。
相
手
は
災
獣
の
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
上
空
か
ら
は
見
え
な
い
。
想
定

外
の
吹
雪
の
せ
い
で
あ
る
。

　
前
方
に
複
数
の
芥
子
粒
を
確
認
。
補
助
の
望
遠
式
照
準
器
を
覗
く
と
…
…
正
体
は
Ｙ
ａ
ｋ
─
９
，
Ｌ

ａ
─
７
で
あ
る
と
わ
か
る
。

フ
ラ
ン
ク

Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
　
?

　
Ｙ
ａ
ｋ
─
９
と
い
え
ば
、
"

"
と
い
う
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
持
つ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
を
装
備
し
た

青
っ
ぽ
い
露
出
度
の
高
い
教
官
機
だ
っ
た
筈
…
…
。
３
７
ｍ
ｍ
か
４
５
ｍ
ｍ
の
機
関
砲
を
装
備
し
て

い
た
っ
け
。

　
Ｌ
ａ
─
７
も
青
っ
ぽ
く
、
２
０
ｍ
ｍ
機
銃
ら
し
き
も
の
を
装
備
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　
対
す
る
こ
ち
ら
側
は
３
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
、
２
０
ｍ
ｍ
機
銃
の
混
載
で
あ
る
。
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速
度
で
勝
り
、
機
動
性
で
劣
る
。
敵
で
あ
る
な
ら
ば
戦
い
方
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
酸
素
マ
ス
ク
を
着
用
。
こ
れ
で
あ
と
５
時
間
は
上
に
上
が
れ
る
。
奴
ら
は
高
高
度
が
苦
手
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
３
０
０
０
ｍ
あ
た
り
で
も
た
つ
く
と
か
…
…

『
３
０
秒
で
射
撃
位
置
に
着
く
。
散
開
!
』

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
，
０
３
了
解
。」敵

味
方
識
別
装
置

Ｉ

Ｆ

Ｆ

射
撃
管
制
装
置

Ｆ

Ｃ

Ｓ

　
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
の
射
撃
武
器
に
は

と

の
両
方
の
機
能
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
敢
え
て
外
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
。
Ｉ
Ｆ
Ｆ
に
反
応
は
相
変
わ
ら
ず
無
い
。

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
!
」

『
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
２
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
。』

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
３
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
!
」

ヤ
コ
ブ
レ
フ
ラ
ン
ク

Ｙ

ａ

ｋ

─

９

ラ
ボ
チ
キ
チ
キ
ン

Ｌ

ａ

─

７

　
さ
あ
…
…
誰
が
来
る
?
敵
は

が
６
機
、

が
６
機
…
…
頭
数
的

Ｈ
ｓ
─
１
２
９
Ｂ
─
３

ア

ヒ

ル

に
は
勝
て
る
訳
が
な
い
。
で
も
、
後
ろ
に
は

が
複
数
機
待
機
し
て
い
る
。
こ
こ

を
突
破
さ
れ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

　
上
下
二
連
式
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
る
。
３
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
が
上
、
２
０
ｍ
ｍ
機
関
銃
が
下
側
。
奴
ら
の

装
甲
が
戦
車
並
み
で
な
け
れ
ば
…
…
や
れ
る
は
ず
。

　
Ｙ
ａ
ｋ
─
９
が
発
砲
。
散
開
し
て
い
た
上
に
回
避
機
動
を
取
れ
た
か
ら
被
弾
は
無
か
っ
た
。

「
イ
ン
メ
ル
マ
ン
タ
ー
ン
だ
!
０
２
，
０
３
、
上
へ
!
」
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『
０
２
了
解
。』

「
０
３
了
解
。」

　
イ
ン
メ
ル
マ
ン
タ
ー
ン
と
は
、
宙
返
り
の
頂
点
で
半
ロ
ー
ル
を
打
ち
、
速
度
を
犠
牲
に
高
度
を
稼
ぐ

機
動
で
あ
る
。

　
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
と
宙
返
り
を
繰
り
返
す
度
に
上
昇
し
て
い
く
。

ラ
ボ
チ
キ
チ
キ
ン

Ｌ

ａ

─

７

　
高
度
４
０
０
０
ｍ
帯
。

の
エ
ン
ジ
ン
は
こ
の
あ
た
り
で
出
力
が
下
が
る
。
半
分

く
ら
い
に
な
る
と
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
レ
フ
ラ
ン
ク

Ｙ

ａ

ｋ

─

９

　
し
か
し
、

は
そ
う
も
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
な
る
と
、
勝
つ
為
に
は
高
度
が
必
要
に
な
る
。
さ
ら
な
る
高
み
へ
。
幸
運
な
事
に
私
達
は
出
力
で

勝
る
。

『
フ
ラ
ン
ク
が
接
近
中
。
排
除
す
る
。』

　
高
度
を
犠
牲
に
速
度
を
稼
ぐ
。
ロ
ー
・
ヨ
ー
・
ヨ
ー
の
原
理
で
あ
る
。
芥
子
粒
か
ら
ゴ
マ
粒
に
ま
で

拡
大
さ
れ
た
実
像
が
こ
ち
ら
に
照
準
を
合
わ
せ
る
前
に
下
を
向
い
て
飛
び
込
む
。

『
癖
が
な
い
と
思
っ
て
た
が
…
…
か
な
り
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。』

　
こ
の
機
体
は
素
直
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。

『
そ
ろ
そ
ろ
喰
い
付
く
な
…
…
来
た
ぞ
。』

　
ゆ
っ
く
り
と
反
転
し
な
が
ら
追
い
か
け
て
く
る
影
。
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
と
は
見
え
な
い
が
敵
影
だ
。
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Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
の
仮
想
操
縦
桿
を
引
き
起
こ
し
、
高
度
を
上
げ
る
。
影
も
つ
い
て
く
る
。
機
首
を
起
こ
し

な
が
ら
エ
ア
ブ
レ
ー
キ
と
フ
ラ
ッ
プ
を
開
く
。
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に
引
っ
張
ら
れ
て
少
し
身
体
が
悲
鳴
を
上

ヤ
コ
ブ
レ
フ
ラ
ン
ク

Ｙ

ａ

ｋ

─

９

げ
る
。
ス
ポ
イ
ラ
ー
を
開
い
て
失
速
さ
せ
る
。
つ
い
て
き
た

は
狙
い
時
、
と
照
準

を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
が
、
そ
れ
が
運
の
尽
き
で
あ
っ
た
。

『
ま
た
会
お
う
ね
ー
?
教
官
さ
ん
?
』

　
後
ろ
か
ら
の
機
関
砲
、
機
関
銃
に
よ
る
鉄
の
雨
が
そ
の
身
体
を
穿
き
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
だ
っ
た
モ
ノ
へ

と
変
え
て
し
ま
っ
た
。

「
お
見
事
。」

『
共
同
撃
墜
…
…
０
１
、
と
。』

　
そ
の
後
も
喰
ら
い
つ
い
て
く
る
敵
機
。
出
力
低
下
に
よ
る
性
能
低
下
を
覚
悟
の
上
で
助
け
よ
う
と

し
た
ラ
ボ
チ
キ
チ
キ
ン
は
翼
を
３
０
ｍ
ｍ
に
引
き
裂
か
れ
た
。

　
追
い
す
が
る
Ｙ
ａ
ｋ
─
９
を
コ
ブ
ラ
で
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
さ
せ
、
エ
ン
ジ
ン
を
破
壊
。
下
で
０
１

と
格
闘
戦
を
し
て
い
た
Ｌ
ａ
─
７
は
既
に
火
の
玉
に
な
っ
て
い
た
。

　
コ
ブ
ラ
は
失
速
機
動
の
一
つ
。
進
行
方
向
を
変
え
ず
に
機
首
を
上
げ
、
後
ろ
に
つ
く
敵
機
を
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
さ
せ
る
機
動
で
あ
る
。
な
お
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
や
る
よ
う
な
芸
当
で
は
な
い
。

「
こ
ち
ら
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
３
!
動
き
の
早
い
フ
ラ
ン
ク
に
絡
ま
れ
て
い
る
!
…
…
撃
っ
て
こ
な
い
ぞ

?
」
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「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
３
!
逃
げ
ろ
!
」

「
ク
ソ
ッ
!
離
れ
な
い
!
」

　
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
に
備
わ
る
恐
怖
と
生
存
本
能
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
悲
鳴
と
、
少
し
遅
れ
て

の
爆
発
音
。
一
機
味
方
を
喪
っ
た
。

『
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
、
あ
い
つ
は
…
…
私
が
。
他
を
頼
め
る
?
』

「
…
…
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
１
了
解
。
必
ず
勝
っ
て
。」

『
…
…
や
っ
て
み
よ
う
。』

　
相
手
は
フ
ラ
ン
ク
。
ヤ
コ
ブ
レ
フ
ラ
ン
ク
な
ん
て
呼
ん
で
た
か
ら
キ
レ
ち
ゃ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

「
…
…
君
の
名
前
は
?
そ
こ
の
４
本
線
。」

『
…
…
私
か
?
』

「
そ
う
。
君
。」

『
…
…
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
?
そ
れ
と
も
…
…
個
体
識
別
コ
ー
ド
?
』

「
…
…
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
。
私
は
戦
う
相
手
の
事
を
知
り
た
い
。」

『
そ
う
だ
な
…
…
私
は
ホ
ー
ネ
ッ
ト
０
２
。
貴
女
は
?
』

「
私
は
…
…
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
。
部
隊
で
は
カ
ー
チ
ャ
１
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
…
…
こ
ん
な
内
戦
な
ん
て

馬
鹿
馬
鹿
し
い
の
だ
が
。」

『
そ
う
…
…
カ
ー
チ
ャ
、
私
は
ホ
ル
ニ
ッ
セ
。
よ
ろ
し
く
。』
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「
な
、
人
間
だ
っ
た
の
か
。」

　
距
離
１
０
０
。
高
度
１
０
０
０
。
互
い
に
静
止
。
向
き
合
っ
て
無
線
で
会
話
し
て
い
る
。
武
器
を

向
け
る
様
子
は
な
い
。
相
手
は
私
と
同
じ
人
間
、
か
。

『
撃
た
な
い
の
か
い
?
』

「
撃
っ
た
方
が
良
い
か
?
」

『
さ
あ
…
…
ど
う
だ
か
。』

「
３
０
秒
で
離
れ
て
、
交
戦
し
よ
う
。」

『
も
っ
と
穏
便
に
、
別
の
形
で
会
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
』

「
ま
っ
た
く
だ
…
…
１
，
２
，
３
…
…
」

　
全
速
力
で
反
転
す
る
。
後
部
カ
メ
ラ
か
ら
は
反
対
方
向
に
逃
げ
る
姿
が
見
え
た
。

　
高
度
を
仰
角
３
０
°
で
上
昇
。
高
度
３
０
０
０
ｍ
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
に
つ
く
。

『
…
…
交
戦
開
始
、
か
。』

　
同
時
に
反
転
す
る
カ
ー
チ
ャ
。
距
離
的
に
は
互
い
に
射
程
外
。
も
し
か
し
た
ら
３
７
ｍ
ｍ
か
４
５

ｍ
ｍ
が
飛
ん
で
く
る
か
も
…
…
飛
ん
で
き
た
。

『
発
砲
炎
が
見
え
て
な
か
っ
た
ら
や
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ん
な
…
…
』

　
小
さ
な
光
の
放
射
が
私
を
ミ
ン
チ
に
な
る
未
来
か
ら
救
い
出
し
た
。
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